令和８年度関東地区協議会指導者講習会
令和８年7月５日（日）
9：00～16：00
於：本部道場
　　　

講　師：　樋川光司 技術本部長　
　　　　　我妻　登 一級資格審査員
内　容：　形講習『首里手と那覇手の特徴について〜三戦立ちの応用』
組手講習　『組手指導方法について』

参加者：　11名

7月5日（日）本部道場にて樋川光司技術本部長、我妻　登一級資格審査員を講師として迎え、受講者11名の参加により令和8年度関東地区指導者講習会が開催された。
開講にあたり、有田　豊会長よりご挨拶いただきスタートした。
午前中は樋川技術本部長による、首里手と那覇手の特徴の説明から始まり三戦立ちのポイント（身体の使い方、締め方、呼吸法、重心移動等）を移動基本・三戦・転掌の形を実施しながらとても分かりやすく説明された。続いて三戦立ちの応用としての移動基本（基立ち中段追い突き・前屈下段払い・猫足立ち手刀受け）を同様に内転筋や重心移動、呼吸を意識しながらおこなった。最後にバッサイ大を通じ、運足を早くする方法、突き・受けの決め方の説明がされた。
午後からは我妻先生による組手の指導講習。「一眼二足三胆四力」の中より、一眼：相手の心や動き、間合いを見抜く力がまずは必要である。という説明のもと2人1組になり、間合い、見切り、受け、転身、投げまでの展開をいくつものパターンを実施しながら我妻先生の見本を基に各自何度も実践しながらおこなった。続いて遠い間合いから体勢を崩さず力強い突きや蹴りを出すポイントの説明がされ、2人1組で繰り返しおこなったり、サンドバッグや巻き藁も使用しながら実施された。
受講者からは一日通して楽しく、またいい汗をかきながら有意義な講習会でした。
また参加したい等、好評をいただいた指導者講習会であった。


